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2025消費動向に関する調査結果 
 

足利商工会議所では、４月２９日（火・祝）「あしかが春ウォーク／第７回ふれあいマルシェ」の来場者を対象に、消費動向に関

するアンケートを実施、回答のあった１４８名のデータをまとめた。その結果、買物をする場所は「足利市内の大型店やスーパー」

（８２．９％）が最も多かった。また、市内で主に購入するものとしては、「食料品」（９５．９％）が大半を占めた一方、市外では、

「衣料品」（５２．４％）が最も多く、市内外での購入目的の違いが伺えた。 
 

調査日：令和７年４月２９日（火・祝）※あしかが春ウォーク／第７回ふれあいマルシェ 

会 場：わたらせリバープラザ駐車場／イベントエリア 

対象者・回答者数：あしかが春ウォーク／第７回ふれあいマルシェ来場者（１４８名） 
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その他 

足利市内の大型店やスーパー

（82.9％）が最も多く、隣接す

る太田市内の大型店やスーパ

ー（6.8％）が続いた。また、

「ネットのイベント検索」

(0.7%)と、インターネットを

活用する消費者も見受けられ

た。 

月１回程度(37.5%)買物をす

る消費者が最も多かった。し

かし、月 4 回(13.9%)と月 5 回

(16%)が約 30％を占め、1 週

間に 1 回程度、市外で買物を

する消費者がいることも明ら

かになった。 

市外で買物をする頻度は？ 

10.4% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食料品」(95.9%)が大半を占

め、「日用品」(64.9%)と続き、

生活必需品は市内での購入が

多いことが示された。 

「駐車場が広い、車が停めや

すい」(60.5％)が最も多く、市

内での買物は利便性を第一に

求める意見が示された。 

足利市内で買物する理由は？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「衣料品」(52.4%)が最も多

く、食料品(47.6%)、日用品

(34%)と続いた。食料品が大半

(95.9%)を占めた足利市との

違いが明らかになった。 

「品揃えが充実している」

(53.4%)が半分以上を占め、

「価格が安い」「駐車場が広

い、車が停めやすい」が、とも

に 21.9%で続いている。「駐車

場が広い」(60.5%)が最も多か

った足利市と違い、品揃えの

充実を求める声が多かった。 


